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記事ごとにスマートフォンやパソコンの画面
に合わせて読みやすく表示します。
閲覧方法
◆ アプリ　アプリストアで「広報プラス　広報はだの」で
検索してインストール
◆ ウェブ　スマートフォンやパソコンで「広報プラス　広
報はだの」で検索
便利機能
❶ 最新号の表紙とともに、特
集記事などをトップページ
から閲覧可能
❷ 「広報はだの」のバックナン
バーを掲載
❸「はだの議会だより」の掲載
❹ 市公式ツイッターのタイム
ライン表示
　※アプリ版はアイコンをタッチ
デジタル版ならではの機能
◆キーワードで、知りたい情報を簡単に検索
◆関心のあるカテゴリーごとの表示も可能
◆英語や中国語など多言語の自動翻訳に対応

議 案 審 議 （議案審議は１面にも掲載）

議案第 39号　令和４年度秦野市一般会計補正予算（第２号）
を定めることについて▲

要　旨
　民間保育所等支援事業費など５事業に、歳入歳出それぞれ
５億7,187万２千円を追加するもの。▲

補正予算の概要

議案第40号　令和４年度秦野市一般会計補正予算（第３号）を定めることについて▲

要　旨
　庁舎維持管理費など15事業に、歳入歳出それぞれ９億4,338万３千円を追加する
とともに、継続費の変更、債務負担行為の追加、地方債の変更をするもの。▲

補正予算の概要

議案第 44号　令和４年度秦野市一般会計補正予算（第４
号）を定めることについて▲

要　旨
　福祉臨時特別支援事業費に、歳入歳出それぞれ９億
6,660万３千円を追加するもの。▲

補正予算の概要

議案第 43号　秦野市副市
長の選任について▲

要　旨
　欠員となっている副市長
に髙橋正道氏を新たに選任
するもの。
　髙橋氏は、都市部長など
を歴任。▲

採決の結果
　本会議　同意（賛成多数）

新型感染症や物価高騰などに対応するための補正予算を可決

▲

本会議での反対討論
　家計が料金収入の７割を占める水道料金を一律50％減額する
ことは、逆累進性を伴う支援となるため、市民の利益向上とい
う意味でも誤っていることなどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　物価高騰などに直面している市民と事業者の経済的負担を平
等に軽減すべきとの考え方は理解できるが、今後、経済が回復
していく中で、水道使用量が多い事業者を経済的に支える視点
も必要であると考える。低所得者世帯に対する支援も講じても
らうことを要望して賛成する。▲

採決の結果　本会議　原案可決（賛成多数）

▲

付託委員会　予算決算常任委員会▲

本会議での反対討論
　電子商品券については、多くの市民を応援するため紙媒体との併用なども検討すべ
きこと、また、表丹沢野外活動センターの指定管理料については、直営により安価な
使用料を維持できることなどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　電子商品券は、社会全体のデジタル化に対応し、市のさらなる活性化につながるも
のであると考える。一方で新たな取り組みであるため、参加したい市民や事業者が誰
一人取り残されないように丁寧な支援を要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）　本会議　原案可決（賛成多数）

▲

本会議での主な質疑
問　令和３年12月にも同様の給付金が支給されているが、
今回の対象や周知方法はどのようか。
答　対象世帯は４年度の住民税が非課税である世帯や同水
準と認められる家計急変世帯が対象となる。申請は市から
送付する確認書を返送してもらうが、家計急変世帯は申請
手続きが必要となるため、広報はだのなどで周知する。▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

水道料金の一律 50％減額や
民間保育所などの食材料費高騰分を支援

プレミアム電子商品券事業の実施や
ワクチン追加接種に向けた体制を整備

住民税非課税世帯などへの支援金を給付副市長に髙橋正道氏を選任 　デジタル版議会だより

秦野市議会ではさまざまな取り組みを行っています秦野市議会ではさまざまな取り組みを行っています
夏休み子ども議場見学会秦野曽屋高等学校で出前講座を開催議場の多目的利用

　子どもたちに市議会への親しみを持ってらう
ため、８月13日（土）に夏休み子ども議場見
学会を開催しました。
　当日は、小学３年生から６年生の児童とその
保護者５組15人が参加し、議長体験、施設見
学、正・副議長への質問などをしました。
　参加者からは、
「議長室の見学がで
きて楽しかった」、
「とても勉強になり、
秦野市のこともよく
知れた」などの感想
が聞かれました。

　９月29日（木）に、議会局と選挙管
理委員会事務局の職員が県立秦野曽屋高
等学校に出向き、高校３年生 254人の
生徒に向けて「選挙と議会のしくみ」に
ついて講義しました。
　議会の役割
や会議の流れ、
そして令和４
年１月から導
入された通年
会期制につい
て説明を行い
ました。

　市民に開かれた議会を実現するため、有志の
議員による議場の多目的利用が可能となり、第
２弾として、10月 23日（日）に「プレイバ
ック議場コンサート」
が開催されました。市
民団体の「プレイバッ
ク‘70」によるコンサ
ートを実施し、懐かし
のフォークやポップス
の演奏が行われました。

「プレイバック議場コンサート」を
開催しました

今後も市民の皆さまが市議会を身近に感じてもらえるよう、議場見学会や出前講座などに取り組んでいきます。

２年振りに開催

本市独自の支援策　５億7,187万２千円
●日々の暮らしを守る施策
水道事業会計補助金　５億4,033万円
　新型感染症の長期化に加え、物価高騰などに直面している市民と
事業者の経済的負担の軽減を図るため、令和４年10月から５年３
月検針分までの６か月間、水道料金を一律50％減額

民間保育所等支援事業費ほか３事業　3,154万２千円
　物価高騰などの影響により、食材料費などが高騰していることか
ら、保育所などや小・中学校で提供する給食の質と量を維持するた
め、食材料費の高騰分を支援

国の経済対策　９億6,660万３千円
●電力・ガス・食料品などの価格高騰対策
福祉臨時特別支援事業費
　国の方針に基づき、特に家計への影響が大きい住民税非課税
世帯などに対し、１世帯当たり５万円を早期に支給

本市独自の支援策　２億2,700万円
●地域経済を守る施策
消費者応援・地域消費喚起事業費
　新型感染症の長期化に加え、物価高騰などの影響を受けてい
る市民生活と地域経済の回復を下支えするため、「プレミアム
電子商品券事業」を実施

国の経済対策　５億7,901万４千円
●健康と医療を守る施策
新型コロナウイルスワクチン接種事業費
　国の方針に基づき、オミクロン株対応ワクチンを使用した追
加接種の実施に向けて、接種体制を整備

髙橋 正道 氏

　デジタル版議会だより始まりました
始まりました

プレミアム電子商品券特設サイト
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